
令和3年度取組状況

ものづくり工学科　　 航空宇宙工学コース 准教授 宇田川 真介

教育

研究

社会貢献

取　組　状　況
①昨年度末のアンケート結果に基づいて、昨年度作成・使用したA5「推進工
学」のオンデマンド教材を改良し、対面授業に近い形で解説をする動画を作成
し、遠隔授業で使用した。また対面授業再開後も事前に動画を視聴させること
で、昨年度問題であった理解度も向上した。授業毎に実施した演習問題の提出
率が良くなかったため、その対策については来年度以降の課題である。

②A4「エンジニアリングデザイン」で、地域の中小企業との連携をによるCOOP
教育の実現を目指しカリキュラム設計を行ったが、新型コロナウイルス感染症
の拡大による緊急事態宣言等もあり、協力企業の開拓が思うように進まず、今
年度は学内の実習棟が抱える課題解決をテーマとし、デザイン思考の手法を
多用した演習型授業の実施にとどまった。来年度以降引き続き協力企業の開
拓を実施し、COOP教育の実現に向けて取り組んで行く。
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1. 試験点検業務（日本人事試験研究センター委嘱）
2. OPC（分解・組立・試運転で学ぶエンジンの仕組み）, コロナのため中止
3. 体験入学講師（エンジンの中を見てみよう）, コロナのため中止
4. 出前・受入授業設定（分解・組立てで学ぶエンジンの構造）本年度申込なし


